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一宮市男女共同参画推進懇話会会議録（概要） 

会 議 名 第 5回会議録 

開 催 日 時 平成 22 年 11 月 22 日（月）10：00～11：30 

開 催 場 所 一宮地場産業ファッションデザインセンター 2 階 第 1 会議室 

出 席 委 員 氏 名 

岩田信弘委員、岩田雪代委員、岩満委員、岡西委員、倉兼委員、

佐々木委員、渋谷委員、中村委員、松本委員、森委員、渡辺委

員                         計11名

欠 席 委 員 氏 名 柴垣委員、土屋委員、瀧委員            計 3 名

出席した市職員 

企画部長、次長、企画政策課長、同副主監１名、同主査 1 名、

同主任 1 名、同主事 1 名、子育て支援課副主監 1 名、保育課副

主監 1 名、経済振興課副主監 1 名、働く婦人の家館長、学校教

育課副主監 1名、生涯学習課副主監１名       計 13 名

会 議 事 項 

1. 第 2次一宮市男女共同参画計画のパブリック・コメント案に

ついて 

2. いちのみやし男女共同参画推進状況（平成 21 年度実績）に

ついて 

3. 審議会等への女性委員登用状況について 

4. その他 

会  議  内  容 

事務局（課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まだおみえでない方もありますが、定刻になりましたので、

ただいまから、平成 22 年度第 5回一宮市男女共同参画推進懇話

会を始めさせていただきます。本日、あらかじめ欠席のご連絡

をいただいていますのが土屋委員、柴垣委員、また、本日急き

ょご欠席の連絡をいただきましたのが瀧委員となっております

のでよろしくお願いします。 

 また、会議に先立ちまして、1件ご報告させていただきます。

今年度になってから体調不良によりご欠席が続いておりました

津田委員でございますが、少し前に委員を辞任したいとの申し

出をいただきました。 

津田委員におかれましては、この懇話会の前身である一宮市

女性問題懇話会が設置された平成 8 年から今日まで、長きにわ

たり委員を務められ、その間、学識経験者として、また副会長

としてご指導、ご助言をいただいておりましたことから、事務

局としましても、強く慰留をいたしました。 

しかしながら、お身体のことでもあり、詳しくお聴きするこ
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事務局（次長） 

 

事務局（課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐々木会長 

 

とはできませんでしたが、ご本人の辞任の意思が固く、佐々木

会長にもご相談申し上げたうえで、市長答申を一区切りとした

先月、10 月末日付けで委員を辞任されることになりました。 

津田委員より、皆さまによろしくお伝えくださいとのお言葉

を預かっておりますので、この場を借りてご報告申し上げます。

 続きまして、会議資料の確認をさせていただきます。お手元

の次第の下部に記載してございますが、事前に送付させていた

だいておりますものが、資料 1「第 2次一宮市男女共同参画計画

のパブリック・コメント案」、資料 2「いちのみやし男女共同参

画推進状況（平成 21 年度実績報告）」、資料 3「女性登用等状況

表」、資料 3-1「審議会等への女性委員登用状況」でございます。

このうち、資料 2 につきましてはページ等の修正がありました

ので、本日訂正したものを席上にお配りしてあります。それ以

外に本日配布の資料が、参考資料 1「新あいち男女共同参画プラ

ンの答申案の概要」、参考資料 2「市町村男女共同参画施策のあ

らまし（愛知県報告書より）」となっております。以上、不足し

ているようでしたらお申し出ください。  

それでは、次第 1、一宮市民憲章のご唱和をお願いします。恐

れ入りますがご起立をお願いします。市民憲章は、お手元の次

第の裏面をご覧ください。先導は企画部次長の小島が努めさせ

ていただきます。 

 

＜市民憲章唱和＞ 

 

 ありがとうございました。 

ここで、次第には記載してございませんが、恒例により、防

犯一口広報並びに交通安全一口広報を朗読させていただきま

す。 

 

＜防犯一口広報＞ ＆ ＜交通安全一口広報＞ 

 

 それでは、次第 2 に移りまして、佐々木会長からごあいさつ

をいただきます。 

 

＜佐々木会長あいさつ＞ 
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事務局（課長） 

 

 

事務局（部長） 

 

事務局（課長） 

 

 

佐々木会長 

 

 

 

事務局（副主監） 

 

佐々木会長 

 

 

渋谷委員 

 

 

倉兼委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松本委員 

 

 

 

 続きまして、企画部長より、委員の皆さまにごあいさつ申し

上げます。 

 

＜企画部長あいさつ＞ 

 

それでは、次第 3 に移り、議事に入らせていただきます。こ

こからの進行は、佐々木会長にお願いいたしたいと存じます。 

 

それでは、議題に入らせていただきます。お手元の次第にご

ざいますように、議題 1、第 2次一宮市男女共同参画計画のパブ

リック・コメント案について事務局より説明願います。 

 

＜パブコメ案について資料に基づき説明＞ 

 

事務局からパブコメ案について説明がありました。ご意見・

ご質問等ございましたら、いただきたいと思います。 

 

 コラムの中の中学生の声について、倉兼委員がどのような感

想をお持ちなのか教えていただきたい。 

 

 コラムの中の中学生の声は各個人の考えがかなりあると思う

ので、すべての子供たちがそう思っているわけではないと思う

が、こういう意見の中に男女共同参画を推進していくうえで、

良いことも意識を変えてほしいと思うことも表れていると思

う。 

 コラムの中の市民の声で、女性管理職は独身が多いという意

見があるが、一宮市の校長はすべて既婚者でして、子育てをし

ながら管理職に就いている方が増えている。そういう認識が随

分異なるのだと思う。削除してほしいということではなく、中

学生の声も市民の声も、こういういろいろな声があるのだと思

っている。 

 

 コラムについて、こういう声をどう生かすのかということだ

と思います。例えば 90 ページの中学生の声で、痩せたいから朝

ごはんを食べないという意見があるが、実際には関取の世界と

同じで太ってしまう。こういう誤解があるということが良く分
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事務局（副主監） 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐々木会長 

 

 

 

事務局（課長） 

 

 

 

佐々木会長 

 

 

 

岩田信弘委員 

 

 

 

 

 

事務局（課長） 

 

 

 

倉兼委員 

 

かるが、こういう声を健康福祉の関係でどう生かしていくかが

必要であると思うが、どのように考えているか。 

 

 健康福祉の面についてなかなか話が広がらず、こういう意見

になった。計画に書くことによって、こういう意識があるとい

うことがいろんな関係者の目にとまるので、これについての正

しい見解を学校での指導や市役所の施策などに生かすべきだと

思う。具体的にどうするということは今の段階ではお答えでき

ないが、これを出すことでそれぞれがこういう考えで良いのか

と問題提起になり、意識を変えていく段階では良いのではない

かと思っている。 

 

 コラムの 2行目に、「調査結果をもとに作成しています」とあ

るが、調査結果をそのまま載せていないように思われるのでは

ないか。 

 

 こちらで作成したものでないということが分かるように、「男

女共同参画意識に関する調査の自由意見から掲載しています」

というような表現にパブリック・コメント案を改めます。 

 

事務局が作成したものであると、調査結果がこうであったと

限定してしまうので、自由な意見をそのまま掲載したというほ

うが良いと思うが、最終的には事務局で判断願います。 

 

 コラムの中学生の声について、倉兼委員の一宮市の女性の校

長はみな既婚者であるとか、松本委員の朝食を抜くとかえって

太りやすくなるという話について、いい情報であるので、コラ

ムの余白に参考情報という形で関係公所の方が思われる情報を

掲載してはどうか。 

 

 おっしゃる通り、載せっぱなしだとこれが事実であると誤認

される可能性もあるため、何らかの形で補足、訂正情報を掲載

するように検討します。 

 

 コラムに番号を入れたほうが、基本課題に沿ったコラムであ

ることが分かりやすくなるのではないか。 
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事務局（副主監） 

 

森委員 

 

 

 

 

 

佐々木会長 

 

 

 

 

事務局（主任） 

 

佐々木会長 

 

 

渋谷委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そのようにします。 

 

 コラムについて、コラムの前の施策・課題とリンクしていな

いというか、言いっぱなしになっているので、こういう意見が

あるのでこういう施策を実施するというふうに施策の前にあっ

てもいいかと思ったが、岩田信弘委員が言われたようにまとめ

があると良いと思う。 

 

パブリック・コメントにかけた後で最終的に字句等の修正は

できるので、それまでに委員の皆様も中身をご検討ください。 

 では次に、議題 2、いちのみやし男女共同参画推進状況（平成

21 年度実績）について、事務局より説明願います。 

 

＜平成 21 年度実績について資料に基づき説明＞ 

 

事務局から平成 21 年度実績について説明がありました。ご意

見・ご質問等ございましたら、いただきたいと思います。 

 

 昨年 12 月に開催されたワークショップで、私は先約があり参

加できなく、私どもの参画プラネットの伊藤がワークショップ

のコーディネーターを務めました。ワークショップを機会に知

り合いになった一宮市の女性とその後も親しくしておりまし

て、その方がその後 NPO 法人マムズ・クリエイトを立ち上げら

れ、独立行政法人雇用能力開発機構が実施している母子家庭等

の支援のパソコン講座の講師をお願いしており、名古屋市男女

平等参画推進センターにお越しいただいている。ワークショッ

プのように市民の方と接する機会があるといろいろな出会いが

あり、市を越えて手伝ってもらっていて大変感謝している。今

後とも名古屋市と一宮市で近いので協力し合っていきたい。こ

ういう機会をいただいてありがとうございました。 

 男女共同参画情報紙「いーぶん」が全戸回覧になったことで、

何か市民の方から反応はありますか。名古屋市の場合、全戸回

覧することはとても大変なことと聞いているが、そのあたり効

果が上がっているのか、どんな市民の方からどんな反応がある

のか教えてほしい。 
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事務局（主任） 

 

 

 

岡西委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐々木会長 

 

 

 

事務局（主査） 

 

佐々木会長 

 

 

渋谷委員 

 

 

 

事務局（主査） 

 

 

 

 

 

 「いーぶん」の編集協力者でもある岡西委員から、知り合い

の方からいーぶんを見たとの声があったと聞いています。詳し

くは岡西委員からお話いただきたいと思います。 

 

 「いーぶん」の創刊当時から全戸回覧したいという希望はあ

ったが、予算の問題や男女共同参画情報紙として成り立つこと

ができるかどうかも分からなかったので、全戸回覧は行わなか

った。ある時、議員さんが取り上げたことがあり、だんだんと

浸透してきていると感じた。内容もどこからかの引用ではなく、

工夫しながらやってきた。これまで男女共同参画情報紙がある

ことすら知られていなかったのが、全戸回覧になってたくさん

の人に知られるようになった。近所のおじさんから情報紙を見

たと言われ、「がんばってやってほしい」と言われた。これから

子どもから年配の方まで、たくさんの人に分かりやすい情報紙

を目指していきたいと思っている。今、少しずつ進めていると

ころであるので、これからいろんな反応が出てくると思う。 

 

意見もほぼ出尽くしたようです。 

では次に、議題 3、審議会等への女性委員登用状況について、

事務局より説明願います。 

 

＜女性委員登用状況について資料に基づき説明＞ 

 

事務局から女性委員登用状況について説明がありました。ご

意見・ご質問等ございましたら、いただきたいと思います。 

 

資料 3「女性登用等状況表」とパブリック・コメント案の 100

ページの成果指標一覧の現状（平成 22 年度）の数字が若干異な

るが、なぜか。 

 

パブリック・コメント案の 100 ページの基本目標 2 の 2 市職

員における女性管理職の割合が 11.8％となっていて、資料 3 が

12.21％となっています。これは、資料 3は保育士、消防、運転

手を除くとなっており、新計画では保育士、消防、運転士を含

んだより広い形で捉えています。 
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岡西委員 

 

 

 

佐々木会長 

 

事務局（課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩田雪代委員 

 

 

 

 

 

佐々木会長 

 

 

 

事務局（課長） 

 

 

 

また、パブリック・コメント案の 100 ページの基本目標 2の 3

公立小中学校の教員における女性管理職の割合が 12.1％、資料

3が 11.48％となっています。これは、主幹教諭を含めるか含め

ないかで差が生じており、新計画では同様に広い形で捉えてい

ます。 

 

女性委員の登用について、全体の割合は 31.47％と増えている

が、個別には下がっている委員会等があるので、これらについ

て下がらないよう話をしてほしい。 

 

これはそれぞれの委員会の事情もあるのですね。 

 

はい。それぞれの委員会の事情や委員の設定があて職である

ということもあります。しかし、パブリック・コメントを経て

新年度から新計画が出ますので、職員にも新計画を進めていく

ことについて周知を図り、それによって職員それぞれが意識し

ながら、ご指摘いただいたことを避ける動きも出てくると思い

ます。委員会ごとの設定もあるので間違いなくとは申し上げら

れませんが、新計画をもとに意識付けしていけば、きっと良い

方向に向かうと思いますので、見守っていただきたいと思いま

す。 

 

資料 3 の小中学校 PTA 会長の女性会長の比率について、男女

共同参画を意識してこのような数字になったのではなく、男性

はサラリーマンが多く、PTA 活動があまりできないということ

で、やむを得ず女性が進出してきている数字だと思うので、そ

のようにご理解いただきたい。 

 

ありがとうございました。これで議題については、すべて終

了しました。 

 その他について、事務局より、何かありますか。 

 

2 点ご連絡いたします。 

1 点目は、本日、ご意見をいただきましたパブリック・コメン

ト案により、12 月 6 日からの１か月間パブリック・コメントを

実施し、市民の皆さまからの意見を募集します。本日いただい
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佐々木会長 

 

 

 

佐々木会長 

 

 

事務局（課長） 

 

 

 

 

 

 

た意見をもとに一部修正し、また、パブリック・コメントの結

果を受けて修正すべき点があれば修正をし、年明け 2 月 7 日開

催の第 6 回懇話会で完成した計画をご報告する予定をしており

ます。 

もう 1 点は、冒頭でご報告しました津田委員の件でございま

すが、事務局の方で、後任の人選を行わせていただきますので

よろしくお願いいたします。事務局からは以上でございます。 

 

委員の皆様から何かありましたらお願いします。 

 

＜特になし＞ 

 

 特にありませんでしたので、この辺りで終了したいと思いま

す。 

 

長時間のご審議ありがとうございました。これをもちまして

本日の懇話会を終了させていただきます。ありがとうございま

した。 

 

 

会議終了（11：30） 

 

 


